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国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○千葉大学グローバル人材育成”ENGINEプラン”本格化

千葉大学グローバル人材育成プラン“ENGINE(Enhanced 
Network for Global Innovative Education)”は３年目となり、セ

カンドステージに突入した。2021年に策定した大学のビジョンに
おいても「世界に学び、世界に貢献する人材の育成」が位置付
けられ、３つの目的のもと５つの取組みを推進している。

● 英語教育のカリキュラム改革

令和2年度より、英語の必修科目単位数を倍増させ、実社会で英語を武器にコミュニケーションを図ることができる能力の養
成を目指すカリキュラムとなっている。これらの授業は完全レベル別編成で行っている。専門課程でも、プレゼンテーション中
心の英語による授業を開講し、継続的に英語を学習する制度改革を行った。大学院レベルのプログラムも実施し、グローバ
ルな舞台での論文執筆や研究発表に大きく貢献している。

ガバナンス改革関連
○ グローバルな人事システム
外国人教員の雇用を積極的に進めており、令和4年5月1日現在で161名の教員が在籍している。また、平成26年度より積
極的に年俸制を導入しており、令和5年5月1日現在で581名に適用している。これは、SGU期間中の目標数値である521名
を大きく上回る数値であり、今後もさらに対象者を広げていく予定である。

○ 高等教育センターの設置
令和4年度に新設した高等教育センターは、社会に求められる人材像を踏まえ、学生のニーズや本学の強み・特色を生かし

た多様なプログラムの設置を推進している。本年度は、学生へのプログラムの広報を積極的に展開し、プログラムの履修証
明を獲得できることで学生の学習意欲を向上させ、全学に普及させている。

● 全員留学－実留学の再開およびオンライン留学の継続－

コロナ禍により停滞していた実留学を、7月以降に本格再開した。また、オンライン海外留学プログラムは継続実施を行なった。

オンライン留学の副産物として、T（ターム）2,T5での、「時差を活用した朝活・夜活のオンライン海外留学プログラム」を実施で
き、授業期間中でも、大学の授業前や授業後にオンライン留学に参加し、時間を節約したオンライン留学が実現できている。
オンラインオンサイトを含め62のプログラムを実現した。

教育改革関連
○ 副専攻（マイナー）、サーティフィケート・プログラムの充実

専門領域を横断的に学習することを目的として、副専攻（マイナー）を、現
在学部レベルで3つ、大学院レベルで9つ設置している。学生は取得単位
数により副専攻またはサーティフィケートを取得できる。学部の3つのマイ
ナー・プログラムは、それぞれのマイナーから2～3単位を必修科目として

開講し、学生に副専攻を取得する動機付けにしている。「国際日本学」に
は国際日本学関連科目として認定された英語による科目を履修し修了を
目指すグローバル・マイナーや、通常のマイナー、さらにはそれよりも単
位取得要件が低いサーティフィケートなどの多様なシステムを構築してい
る。令和3・4年度に設置した大学院レベルの2プログラムは、いずれも先

進国、発展途上国問わず極めて重要な社会的な課題を解決するもので
あり、これらのプログラムを実施することで、グローバルで課題解決力の
高い学生を輩出できている。

１０．取組内容の進捗状況（令和４（2022）年度） 【千葉大学】

● スマートラーニングの強化

ENGINEプランが始動し3年が経過し、スマートラーニングもかなり体系化することができた。ほぼすべての授業となる5,000科
目以上を対象として精査し、大学院においても、大学院共通教育の科目として80科目以上のスマートラーニング科目が構築
された。なお、3年の間に改訂を繰り返すことでクオリティも上がっている。また、スマートラーニングの強化により、学部でも大
学院でも海外の留学先でもオンラインで他の授業を受講できるようになっただけでなく、国内５キャンパスでの協働学習が、
キャンパス間を移動しなくても可能となった。
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組織的な研究留学の大幅推進 グローバル研究力強化
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2021

SDI-A(ソーシャル・デザイン・イニシアティブ）

デザインがリードし全学展開
ウィキッド課題をテーマに
似て非なる社会課題を解決する
サーキット型トレーニングを実施

2022

GRIP（グローバル地域ケアIPEプラス創生人材の育成）

大学院看護学研究科がリードし全学実施
世界の多様な看護・ケアに精通した知識を獲得
インド・オーストラリア・英国・日本の
４拠点で地域課題を中心に課題解決

〈 大学院副専攻プログラム 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

■ 自由記述欄

○ 未来創造型のプログラム構築
千葉大学では、新たなグローバル・プログラムを実施
していく。これは、組織的な研究留学の大幅推進や、
グローバル研究力強化を中心とした研究プログラム
を実施していくものである。例えば、千葉大学国内滞
在半年で修了できるプログラムを、日本人にも留学
生にも適用する。1.5年を海外の大学で学び、0.5年を
千葉大学で学ぶようなこれまでにないプログラムを実
施していく。その一例としての、ソーシャル・デザイン・
イニシアティブでは、サーキット型研究留学を推進し、
日本・韓国・中国・バンコクの４拠点で同一のテーマ
で、各国の課題を実施、その成果を修士や博士の研
究としてまとめるものである。

■ 大学独自の成果指標と達成目標
【千葉大学】

＜７５３＋１計画のパンフレット＞

○ 「７」 －７００科目の英語での授業を実施
700科目に及ぶ英語による授業を新たな「国際教養学部」で実施する。そのために、
外国人教員の比率を上げ、留学生との共同学習プログラムを拡大させる。シラバス
も日英の二言語化を目指す。平成27年度の新規採用教員から、全員に英語による
教養科目の開設を義務づけている。外国人教員比率は前年度比で約1％増加した。

○ 「５」 －５０％ 入学定員の半分（１，２００人）が留学
ENGINEプランで全員留学を推進している中、コロナ禍により実渡航による留学が停
滞した時期はあったが、その一方でオンライン留学の開発が進んだこともあり、実渡
航とオンライン、多様な留学プランを用意することにつながった。その結果、実渡航と
オンライン合わせて2,000人を超える学生が本学主催のプログラムで留学した。

○ 「３」－３，０００人の外国人留学生を受け入れ
最終年度までに、合計年間3,000人（ディグリープログラム800人、セメスタープログラ
ム1,000人、ショート・プログラム1,200人）の留学生受入れを実現する。コロナ禍で落
ち込んだ留学生数だったが、令和4年度には多数のショート・プログラムを実施し、実
渡航とオンライン合わせて約1,647名の留学生を獲得できた。

○ 「１」－１０％ 入学定員の１０％（２４０人）を多様な入試で受入
千葉大学の強みである「飛び入学」を推進する。そのために、新たに留学専用の飛
び入学を実施する。それ以外にも国際バカロレア入試や海外での入試を実施し、多
様な入試で入学定員の10%＝240人を選抜する。海外入試は韓国、台湾、中国及び
香港において実施し、今後拡大予定である。国際教養学部では令和5年度入試にお
いて定員の8％を英語による出題を含む特別選抜で選抜している。

○ 日本初研究科等連係学位プログラム「総合国際学位プログラム」設置
令和５年３月で、全国で初の研究科等連係課程基本実施組織として「大学院総合国際学位プログラム（修士課程）」の修了
生２学年分が修了し、大学院で留学した学生を含め、一期生が全員修了している。今回修了者の半分は、初年度に入学し
た一期生である。これは多くの学生が多様な学習のために、休学や留年を実施しているためである。就職先も1/3が博士課
程に進学したり研究所に勤務している。
本プログラムでは、既存の学問領域を超え、分野を横断して問題の解決を目指した知識生産を行うトランスディスプリナリー
な教育・研究を展開し、自主的・自立的に研究計画を立案するセルフ・デザインド・メジャー（自己設計専攻）等を特徴として
いる。このように、4研究科の連携により実施されている本プログラムのユニークさが、学生の就学プロセス・留学・就職進路
を極めてユニークなものとしている。

○ 国際教養学部から全学へ展開するグローバル・プログラム
国際教養学部は、学内で最初に留学を必修とした学部である。その成果をもとに現在ENGINEプランで全員留学を実現し
ている。このように、一つの学部で試行し、それを全学に展開するという方法をとり、大学のグローバル化を推進してきた。こ
ればかりではなく、国際教養学部における、４年間の英語学習、専門英語の学習プログラムの拡張などもENGINEプランに
盛り込まれている。また、留年しないで卒業できる様なシステムもこの国際教養学部から発展したものである。ギャップター
ム制度の導入（必修科目を入れないタームの実施）、完全６ターム制なども、全て国際教養学部で試行し全学に展開したも
のである。

ENGINE 2nd Stage
2024 組織的な研究留学の大幅推進 グローバル研究力強化

千葉大学国内滞在半年で修了 1.5年海外＋0.5年千葉

ソーシャル・デザイン・イニシアティブ

サーキット型研究留学を推進
日本・韓国・中国・バンコク ４拠点で異なる課題を実施
その成果を研究としてまとめる

未来創造型プログラム構築

ライフサイエンス＋データサイエンス＋グローバル＋デザイン
で未来思考型のグローバル創造型人材を育成
全学に波及させ新たな学習モデルを構築
REAL ENGINE 2nd Stage

NEW
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また、その先のプログラムとして「未来創造型プログラム」の構築を行う。このプログラムは、ライフサイエンス＋データサイ
エンス＋グローバル＋デザインの幾つもの融合で、新たな研究・教育領域を創造し、その様な新たな領域において、未来
思考型のグローバル創造型人材を育成する。これを、全学に波及させ新たな学習モデルを構築していくことを、REAL
ENGINE 2nd Stageとして推進する。

さらには、現在国際教養学で実施しているインテンシブ・イシュー型
プログラムは、毎週2−３回授業を実施したり、１週間の集中授業を
実施するなども国際教養学部で現在試行しており、その成果を導
入して、新たなグローバル・プログラムやグローバル・プロジェクトを
実施していく。

＜インテンシブ・イシュー型プログラム＞



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○千葉大学グローバル人材育成プラン”ENGINE”完成

千葉大学グローバル人材育成プラン“ENGINE(Enhanced 
Network for Global Innovative Education)”は4年目となり、4年

制学部にとっては完成年度を迎えた。現在はコロナ禍を経ての
セカンドステージとして、次に続くENGINE2.0の検討も含め前進し
ている。2021年に策定した大学のビジョンにおいても「世界に学
び、世界に貢献する人材の育成」が位置付けられ、３つの目的
のもと５つの取組を推進している。

● 英語教育のカリキュラム改革

令和2年度より、英語の必修科目単位数を倍増させ、実社会で英語を武器にコミュニケーションを図る能力の養成を目指
すカリキュラムとなっている。また、専門英語への接続を重視している。令和5年度には、ICTを利用したコミュニケーション
英語の双方向性を実現するために、CALL英語のシステムを全面的に改修し、特色ある英語教育の実現につとめた。

ガバナンス改革関連

○ グローバルな人事システム
外国人教員の雇用を積極的に進めており、令和5年5月1日現在で187名の教員が在籍している。また、平成26年度より
導入している年俸制適用者は令和5年5月1日現在で581名に達しており、SGU期間中の目標数値である521名を大きく
上回っているほか、テニュアトラック制についても、目標数値35人のところ39人と目標を上回る実績となっている。

○ SULA組織の充実
令和元年度に設置したSULA支援室によるSULA（学務系専門職）育成とマネージメント実施により、SULAは令和5年度
に61名となり、計画の60人を超過する実績となった。 国際教養学部では、学修支援の内容の高度化とともに機能分化を
進め、一般的・日常的な学生相談については在学生によるピアサポートを実施するStudent SULA に委ねるなどしている。
結果、留学・履修・進学・就職等について200件の相談を受けており、学生にとって大きな助けとなっている。

● 全員留学－実留学の充実および特色あるオンライン留学の継続－

コロナ禍において多くを占めたオンライン留学に対し、今年度は実渡航が多数を占めるようになった。他方で、比較的実渡
航が困難な地域のオンライン留学としては、ウガンダ、パナマ、ジャマイカに加えて、日本ラテンアメリカカリブ振興協会
（JAPOLAC）の協力のもと新たにチリ（サンティアゴ・デ・チレ大学）のプログラムを発足させ、ユニバーサル・スタディの拡
充につとめた。これら取組により、留学実績は実渡航・オンライン合わせて約230プログラム、約3,900名に達した。

教育改革関連

【千葉大学】

● スマートラーニングの強化

ENGINEプランが始動し4年が経過し、スマートラーニング（留学中も授業を履修できる仕組み）の振興も学生の国際的モビ
リティを支える手段として定着した。メディア授業への対応から実質的にBYODが実現され、ICT技術の利用を通じて地球
上のどの地域にいても学修を継続可能な仕組みが実現し、長期留学の促進に資するものとなっている。令和5年度は、大
学院共通教育において、キャンパスの違いや時間の差異を超えるためオンデマンドを中心とする科目を複数構築した。

渡航が困難な地域はオンラインで継続
時差を利用して授業期間中（T1,2,4,5)でも履修が可能

ハイブリッド授業で学習成果を上げる
事前学習・事後学習で渡航期間の３倍学習

新規の大学院マイナープログラム設置
大学院における短期研究留学を実現

過去の世界展開力を大学院で研究留学推進
分野横断型のマイナー獲得可能

組織的な研究留学の大幅推進 グローバル研究力強化
千葉大学国内滞在半年で修了 1.5年海外＋0.5年千葉

S E C O N D  S T A G E  2 0 2 2

ENGINE 2nd Stage コロナ前とは異なる新たなビジョンで
多様な留学を実現する

オンラインは代替措置

留学は2週間以上目標

研究留学は長期型

大学院留学は部局実施

研究留学は個別型

コロナ前
2nd Stage

3

5

4

1

2

海外キャンパス0.5年

１１．取組内容の進捗状況（令和５（2023）年度）

○ デジタル・ポートフォリオによる学修DX推進
令和3年度に更新した学修支援システムを基に、デジタル・ポートフォ

リオとして「学びのダッシュボード」を運用し、学生は自身の履修状
況・単位修得状況と授業内での位置を随時確認することが可能と
なっている。令和5年度にはスマートラーニングセンターを中心として、

学びのダッシュボードの利用方法や改訂について議論を行った。また、
学修成果の可視化を進めるため学位授与に伴う学修状況・学修履歴
を明示するため、新たな試みとして令和5年9月卒業・修了生および
令和6年3月卒業・修了生に対してディプロマ・サプリメントを発行した。

これは、国際通用性を実現するため、卒業後のグローバルな活躍に
資するように、すべて英文で発行している。また、EUのディプロマ・サ

プリメントにはない能力別の達成水準を表現するレーダーチャートも
導入し、千葉大学独自の形式を実現した。



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

■ 自由記述欄

■ 大学独自の成果指標と達成目標
【千葉大学】

＜７５３＋１計画のパンフレット＞

○ 「７」 －７００科目の英語での授業を実施
700科目に及ぶ英語による授業を新たな「国際教養学部」で実施する。
そのために外国人教員の比率を上げ、留学生との協働学習プログラム
を拡大させる。シラバスも日英の二言語化を目指す。平成27年度の新
規採用教員から、全員に英語による教養科目の開設を義務づけている。
外国人教員比率は前年度比で約1％増加した。なお、外国人教員比率
は毎年増加し続けている。

○ 「５」 －５０％ 入学定員の半分（１，２００人）が留学
ENGINEプランで全員留学を推進している中でのコロナ禍ということで、
当時、オンライン留学の開発が進んだことと、コロナ後の実渡航の増加
により、令和5年度は実渡航・オンライン合わせて約3,900名が留学した。

○ 「３」－３，０００人の外国人留学生を受け入れ
コロナ禍で落ち込んだ受入留学生数だったが、令和5年度には多数の
ショート・プログラムを実施し、実渡航・オンライン合わせて1,700名を超
える外国人留学生を獲得できた。目標の年間3,000名に向けて着実な
歩みを進めている。

○ 「１」－１０％ 入学定員の１０％（２４０人）を多様な入試で受入
千葉大学の強みである「飛び入学」を推進する。そのために、新たに留
学専用の飛び入学を実施する。それ以外にも国際バカロレア入試や海
外での入試を実施し、多様な入試で入学定員の10%＝240人を選抜する。
海外入試は台湾、中国において実施した。国際教養学部では令和6年
度入試において定員の8％を英語による出題を含む特別選抜によって
選抜している。

○ ワールド・スクールの充実
本事業では、世界を舞台にした教育を進めるため、
本学の教育全体にかかわる改革を行っている。学
生は主専攻であるメジャーに加えて副専攻である
マイナー、履修証明であるサーティフィケートを修
得できる。学部のマイナー・サーティフィケートプロ
グラムは「国際日本学」から開始し3つとなり、令
和6年度には4つとなる予定であり、大学院のマイ
ナー・サーティフィケートプログラム「大学院国際
実践教育」も現在9つに拡充されている。学生は、
分野横断的で国際的な学修を通して副専攻（マイ
ナー）を修得でき、マイナーに満たない場合でも一
定の単位数であればサーティフィケートが修得で
きる。さらに、令和5年度からはサーティフィケート
よりも少ない単位数で認定されるバンチ・プログラ
ム(マイクロクレデンシャル)の設置も開始している。
これらの段階があることは、学生にとって学修へ
の動機づけとなる。なお、これらマイナー・サー
ティフィケート・バンチの履修証明には、国際通用
性のあるデジタルバッジを発行し、ディプロマサプ
リメントの一環とする。

＜国際日本学パンフレット＞

＜大学院国際実践教育9プログラムロゴ＞

○ ENGINE2.0へ
令和2年度から開始したグローバル人材育成プランENGINEは4年目を迎え、節目のひとつとなった。次の段階と
してENGINE2.0の策定を検討している。よりグローバルな視野を持ち、新しい研究や事業に主体的に取り組むマ
インドセットを持った人材を育成することを目標の一つと考え、アントレプレナーシップセンターの設置を計画してい
る。これにより、新たな気質と気概をもつ有為の人材を生み出していく。

○ グローバル・ネットワーク改革
タイ・バンコクでの新しい国際連携拠点として、キングモンクット工科大学トンブ
リ校（KMUTT）にソーシャル・デザイン・インスティテュート（SDI）を令和6年4月
1日に設置する準備を進めた。SDIは国際共同研究センターとして、本学と
KMUTT共同で設置する日本－タイ初の共同研究機関であり、従来の専門領
域ごとの研究センターではなく、包括的な研究センターとして設置する。今後、
研究だけでなく高度な教育プログラムの運営も実施していく。

＜ソーシャル・デザイン・インスティテュート＞
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